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（様式4-中堅教諭等資質向上研修　小・義）　　　　　　
自　己　評　価　票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県教育委員会
１　研修対象教員
	氏　　名
	免　　　許
	学級担任
	担当教科
	担当時数
	主たる校務分掌

	
	
	
	
	
	


＊1  学級担任は学年のみ記入，副担任は（副）と記入。          ＊2  免許は，免許は，小・中・特の校種のみ記入。
＊3  校務分掌は主たるもののみ記入。                          ＊4  担当教科は中学校及び小学校専科のみ記入。

２　評価　　（評価の基準　　４：達している　　３：おおむね達している　　２：やや努力を要する　　１：努力を要する）
【資質充実期】　　活力ある学校運営を企画・調整・実践し，リーダーシップを発揮する。

	項目
	評　価　の　観　点
	自己評価

	
	
	研修前
	研修後

	学習指導
	授業構想
	①学校の課題，学習指導要領の改訂等を踏まえた指導計画を作成し，他の教員等に広めていくことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	授業実践
	②授業モデルを示すなど，授業実践のリーダーとして指導方法を積極的に他の教員等に広めていくことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	評価改善
	③学校の授業力向上に向けた取組の課題を明らかにし，指導計画等の改善を行うことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計　学習指導①～③までの合計
	
	

	生徒指導等
	児童
理解
	④様々な情報に基づいて児童一人一人を多面的・多角的に捉え，個性を生かす指導を行うことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	生徒
指導
	⑤関係職員や保護者等と協力して，児童の状況を共有し，組織を生かして指導方法を判断し迅速に対応することができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	ｷｬﾘｱ
教育
	⑥学校のキャリア発達課題を明確にし，その方策を提案し，学校の基点となって実践することができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計　生徒指導④～⑥までの合計
	
	

	経営・分掌
	学年学校
経営
	⑦校務全般に関して理解を深め，組織を生かしながら校務を推進することができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	連携
協働
	⑧他の教員等の取組状況を把握し，連絡・調整をしながら対応することができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	危機
管理
	⑨関係機関や保護者・地域等と連携し，事故等の未然防止や発生時における迅速な対応を行うことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計　経営・分掌⑦～⑨までの合計
	
	

	総合計（ 学習指導 ＋ 生徒指導等 ＋ 経営・分掌）
	
	


３　主たる研修課題　　※自己評価（研修前）に記入後，校長面談時等で説明
	


４　研修の総括及び今後の自己研修に向けての展望　　※自己評価（研修後）に記入後，校長面談時等で説明
	


※提出について
・研修計画書と一緒に提出する際

「２　自己評価（研修前）」「３　主たる研修課題」の２カ所への記入後，市町村（組合）教育委員会に提出する。その際，校長及び教育長の欄は無記入でよい。

・研修報告書と一緒に提出する際

「２　自己評価（研修後）」「４　研修の総括及び今後の自己研修に向けての展望」の２カ所への記入後，市町村（組合）教育委員会に提出する。その際，校長及び教育長の欄には，必要事項を記入する。
	令和　　　年　　　月　　　日
　評価案作成者
　　　　立　　　　　　学校　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　校長　　　　　　　　　　

（公印省略）
	令和　　　年　　　月　　　日
　評価決定者
　　　　　　　　教育委員会
　　　　　　教育長　　　　

　　　　　　　（公印省略）


（様式4-中堅教諭等資質向上研修　小・義）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自　己　評　価　票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県教育委員会
１　研修対象教員
	氏　　名
	免　　　許
	学級担任
	担当教科
	担当時数
	主たる校務分掌

	○○　○○
	小１
中１（理科）
	第３学年
	
	２３
	理科科主任
児童会担当


２　評価　　（評価の基準　　４：達している　　３：おおむね達している　　２：やや努力を要する　　１：努力を要する）
【資質充実期】　　活力ある学校運営を企画・調整・実践し，リーダーシップを発揮する。

	項目
	評　価　の　観　点
	自己評価

	
	
	研修前
	研修後

	学習指導
	授業構想
	①学校の課題，学習指導要領の改訂等を踏まえた指導計画を作成し，他の教員等に広めていくことができる。
	４-３-②-１
	４-③-２-１

	
	授業実践
	②授業モデルを示すなど，授業実践のリーダーとして指導方法を積極的に他の教員等に広めていくことができる。
	４-３-②-１
	４-③-２-１

	
	評価改善
	③学校の授業力向上に向けた取組の課題を明らかにし，指導計画等の改善を行うことができる。
	４-③-２-１
	４-③-２-１

	
	小計　学習指導①～③までの合計
	７
	９

	生徒指導等
	児童
理解
	④様々な情報に基づいて児童一人一人を多面的・多角的に捉え，個性を生かす指導を行うことができる。
	４-３-②-１
	４-③-２-１

	
	生徒
指導
	⑤関係職員や保護者等と協力して，児童の状況を共有し，組織を生かして指導方法を判断し迅速に対応することができる。
	４-③-２-１
	４-③-２-１

	
	ｷｬﾘｱ
教育
	⑥学校のキャリア発達課題を明確にし，その方策を提案し，学校の基点となって実践することができる。
	４-③-２-１
	４-③-２-１

	
	小計　生徒指導④～⑥までの合計
	８
	９

	経営・分掌
	学年学校
経営
	⑦校務全般に関して理解を深め，組織を生かしながら校務を推進することができる。
	４-３-②-１
	４-３-②-１

	
	連携
協働
	⑧他の教員等の取組状況を把握し，連絡・調整をしながら対応することができる。
	４-③-２-１
	４-③-２-１

	
	危機
管理
	⑨関係機関や保護者・地域等と連携し，事故等の未然防止や発生時における迅速な対応を行うことができる。
	４-③-２-１
	４-③-２-１

	
	小計　経営・分掌⑦～⑨までの合計
	８
	８

	総合計（ 学習指導 ＋ 生徒指導等 ＋ 経営・分掌）
	２３
	２６


３　主たる研修課題　　
	主体的・対話的で深い学びの充実を図る授業の在り方
～どの教師も理科の見方・考え方を育むことができる授業～


４　研修の総括及び今後の自己研修に向けての展望　　
	研修を通して，仲間と考え合う授業を展開することができるようになった。また，積極的に授業を公開したり，他の職員と相談したりして，授業研究のリーダーシップを発揮することができた。今後，研修の成果と課題を子どもの姿で継続的に見届け，さらに指導の改善や学習内容の定着を図って欲しい。


	令和４年１月１１日
　評価案作成者　
　　岐阜立　薮田南小学校　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　校長　近藤　太郎　　　　

（公印省略）
	令和４年２月１日
　評価決定者　
　　　　岐阜市教育委員会
　　　　　　教育長　尾崎　花子
　　　　　　　（公印省略）


記入例








